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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年11月9日(2017.11.9)

【公表番号】特表2016-538240(P2016-538240A)
【公表日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2016-516911(P2016-516911)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   19/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/04     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月25日(2017.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号３５３～３６３、３７２～３７５、３７６～３７８、３９５～４０１、４１１
～４１９、４２６～４３３、４３７～４４９、４５４～４５６、４５９～４６９、４７５
～４８２、４８７～４９５、３１８～３２３、３２５～３２７、３３０～３３５、３４１
～３４７、１４～３３、及び１５９から成る群から選択されるアミノ酸配列を含む、切断
可能部分（ＣＭ）を含む単離ポリペプチドであって、ここで、前記切断可能部分が、マト
リックス・メタロプロテアーゼのための基質である、単離ポリペプチド。
【請求項２】
　前記ＣＭが、配列番号１４～３３及び１５９から成る群から選択されるアミノ酸配列を
含む、請求項１に記載の単離ポリペプチド。
【請求項３】
　配列番号３６４～３７０、３７９～３９３、４０２～４０９、４２０～４２４、４３４
、４３５、４５０～４５２、４５７、４７０～４７２、４７４、及び４８３から成る群か
ら選択されるアミノ酸配列を含む、切断可能部分（ＣＭ）を含む単離ポリペプチドあって
、ここで、前記切断可能部分が、マトリックス・メタロプロテアーゼのための基質である
、単離ポリペプチド。
【請求項４】
　配列番号３２８、３３６～３３９、及び３４８～３５１から成る群から選択されるアミ
ノ酸配列を含む、切断可能部分（ＣＭ）を含む単離ポリペプチドあって、ここで、前記切
断可能部分が、マトリックス・メタロプロテアーゼのための基質である、単離ポリペプチ
ド。
【請求項５】
　前記ＣＭが、ＭＭＲ９又はＭＭＰ１４の少なくとも１つにより切断される、請求項１～
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４のいずれか１項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項６】
　前記ポリペプチドが、標的と結合する抗体又はその抗原結合フラグメント（ＡＢ）を含
み、
　任意には、前記抗原結合フラグメントは、Ｆａｂフラグメント、Ｆ（ａｂ′）2フラグ
メント、ｓｃＦｖ、ｓｃＡｂ、ｄＡｂ、単一ドメイン重鎖抗体、及び単一ドメイン軽鎖抗
体から成る群から選択される、
請求項１～５の何れか１項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項７】
　前記ＣＭが、前記標的と組織において共局在するマトリックス・メタロプロテアーゼの
ための基質である、請求項６に記載の単離ポリペプチド。
【請求項８】
　前記単離ポリペプチドがＡＢを含むとき、前記ＡＢが、前記ＣＭに連結され、
　任意には、前記単離ポリペプチドがＡＢを含むとき、前記ＡＢが、前記ＣＭに直接連結
され、
　任意には、前記単離ポリペプチドがＡＢを含むとき、前記ＡＢが、連結ペプチドを介し
て前記ＣＭに連結される、
請求項６又は７に記載の単離ポリペプチド。
【請求項９】
　前記単離ポリペプチドが、マスキング部分（ＭＭ）を含む、請求項６～８のいずれか１
項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１０】
　前記ＭＭが、標的への結合についてのＡＢの平衡解離定数よりも高い、ＡＢへの結合に
ついての平衡解離定数を有する、請求項９に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１１】
　前記ＭＭが、４０個以下のアミノ酸の長さのポリペプチドである、請求項９又は１０に
記載の単離ポリペプチド。
【請求項１２】
　前記ＭＭが前記ＣＭに結合されて、未切断状態での前記単離ポリペプチドが、以下のＮ
－末端からＣ－末端への構造配置：
ＭＭ－ＣＭ－ＡＢ又はＡＢ－ＣＭ－ＭＭ
を含む、請求項９～１１のいずれか１項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１３】
　前記単離ポリペプチドが、前記ＭＭと前記ＣＭとの間に連結ペプチドを含み、かつ／又
は、
　前記単離ポリペプチドが、前記ＣＭと前記ＡＢとの間に連結ペプチドを含む、
請求項１２に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１４】
　前記単離ポリペプチドが、第１連結ペプチド（ＬＰ１）及び第２連結ペプチド（ＬＰ２
）を含み、そして
　未切断状態での前記単離ポリペプチドが、以下のＮ－末端からＣ－末端への構造配置：
ＭＭ－ＬＰ１－ＣＭ－ＬＰ２－ＡＢ、又はＡＢ－ＬＰ２－ＣＭ－ＬＰ１－ＭＭ
を有し、
　任意には、前記２種の連結ペプチドが、お互いに同一である必要はない、
請求項１０～１３のいずれか１項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１５】
　各ＬＰ１及びＬＰ２が、約１～２０個のアミノ酸の長さのペプチドである、請求項１４
に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１６】
　前記ＭＭのアミノ酸配列が、前記標的の配列とは異なり、そして前記ＡＢの天然の結合
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パートナーのアミノ酸配列に対して５０％以下の同一性である、請求項１０～１５のいず
れか１項に記載の単離ポリペプチド。
【請求項１７】
　前記単離ポリペプチドが切断された状態であるとき、前記ＭＭは、標的への結合につい
て、前記ＡＢに干渉しないか、又は前記ＡＢと競合しない、請求項１０～１６のいずれか
１項に記載の単離ポリペプチド。
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